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納入先

募集しています。
活動を応援してくださる方を

http://machispo.org/donation

詳しくは
こちらを
ご覧ください！

さるぼぼコイン
クレジットでの
賛助会員入会が
可能になりました！
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5月のホームページ更新
http://machispo.org

2023.5.15 May Since 2012.3.4

毎月の事業報告！ 111会
報

新緑がまぶしい季節

2022年度募金箱回収のご報告
　2022年度は11か所の事業所の方に設置のご協力をいただき、総額
25,784円が集まりました。ご協力、応援してくださったすべての皆様に感
謝申し上げます。皆様の温かいお気持ちを受け取らせていただき、改めて身
の引き締まる思いです。
この募金は、まちスポ飛騨高山助成金をはじめ地域貢献活動を頑張る方々
を支援するために大切に使わせていただきます。今後とも一層のご支援賜
りますよう、よろしくお願いいたします。
　まちスポでは、募金箱の設置店を募っています。一人一人の力はわずかで
も多くの方のご協力が大きな力となって地域の未来を築きます。クレジッ
トカードやさるぼぼコインでも寄付をしていただけます。詳細は、まちスポ
飛騨高山までお問合せください。

　いろいろなご縁が重なってまちスポのスタッフになり、

まもなく1カ月が経とうとしています。地域のために活動

されている方々ということはなんとなく知りながら、いっ

たいどんな活動をされているのかを知らぬまま、周りの皆

さんに助けていただきながら日々を過ごしておりますが

やっと最近、わたしの今までのつまみ食いばかりの人生の

経験を、もしかしたら生かすことができるかもしれない、つ

まみ食いが、満腹になるくらいの出会いもあるかもしれな

いと思うようなワクワクが生まれています。

　まだまだ役に立つというところまでは成長していません

が、人に関わる楽しさ難しさをエネルギーに、面白いこと

を考えていきたいです。

　みなさまどうぞよろしくお願いいたします。

開催日時：2023年4月10日（月）19:00～21 :00
参加者：現地参加22名、オンライン3名
会場：松倉山荘＆オンライン

　飛騨コミュニティ財団設立プロジェクトとして1月12日

から実施していましたクラウドファンディング＆設立寄付

募集を4月30日に無事、終了いたしました！

地域内外の様々な方からたくさんの応援メッセージ、署

名、寄付を頂きました。集計結果は以下となります。

【集計結果】
寄付：75件（コングラント45名、持込・振込32名）
署名：883件
寄付金額：3 ,488 ,675円

フードバンク基金交付決定

甥っ子と一緒に

お花見できました♪

野首

雪と桜の共演に

感動しました！

五十嵐

桜が美しく散りゆき

新緑と共に心機一転です

カスティーロ

まちスポ飛騨高山

　
トン】でした。

ストックを保ちなが

ら、必要なタイミン

グで食品を提供できるように、今後も様々な事業者や地

域の人と連携して活動を進めていきたいと、代表の水谷

恵子さんは助成金受け取りの際に活動への意気込みを

語っていらっしゃいました。

　フードバンク飛騨高山の活動は今後も追跡取材させ

ていただく予定です。今後の活躍・躍進が楽しみですね！

　フードバンク飛騨高山が2023年度交付団体に決定し

ました。フードバンク飛騨高山は、有志のメンバーが2022

年3月8日に立ち上げた市民団体です。企業や家庭で余剰

している食品の収集・管理をしている他、自立支援や託

児、子ども食堂など困窮世帯を支援する市民団体・NPO

法人・福祉事業者を通じて、管理している食品を困ってい

る家庭へお届けする活動を行っています。活動開始から今

までにフードバンク飛騨高山へ寄付いただいた食品は

【5,259トン】、そのうち困窮世帯へ渡った食品は【4,011

まちスポ飛騨高山

まちスポ飛騨高山

まちスポ飛騨高山

　 　飛騨地域は「自分達の住むまちに誇りを持ちたい」「み

んなで考えて地域の問題を解決しなくては」といった市

民の自律的な考えや行動によって住みよい町が保たれ、

歴史や伝統が継承されてきました。法人設立後は、これ

まで自助努力で維持されてきた活動・事業を継続的に支

援できる基金を設置し、地域課題解決プロジェクトや社

会的貢献事業への資金提供と活動に対する伴走を行っ

ていきます。今後とも、ひだ財団の活動にご理解とご協

力を賜りますよう、準備会メンバー一同、心よりお願い申

し上げます。

あることを知り勇気づけられた」

「不登校は問題行動ではなく、意志

表示行動であることからその表現

を守るためにできることは何かと考

える機会となった」と感想をいただ

きました。

　今回のスキマ研究会は、「不登校、その先を考える

Vol.3～高校入試について～」と題して、通信制高校に通

う生徒のサポートを行うドリーム高等学院から西村秀樹氏

と15歳～49歳までの就職を目指す若者をサポートする

岐阜県若者サポートステーション飛騨高山サテライトから

澤谷美津枝氏がスキマ案内人として登壇して下さいまし

た。『不登校』の『高校入試』は、保護者、当事者は手探りで

困っているという声からこのテーマで企画しました。参加

者からは、「公立校だけでなく、視野を広げると選択肢が

スキマ研究会第17回
不登校、その先を考えるVol.3

～高校入試について～

藤本 朋美
F U J I M O T O　 T o m o m i

新スタッ
フ 交付決定：2023年3月24日　交付式開催：2023年4月21日

設立寄付・賛同人募集 目標達成！

●2023年度まちスポ飛騨高山助成金

http://machispo.org/activity/nposupport/joseikin2023/
●2023年度 助成金申請へっちゃら講座

http://machispo.org/zyoseikinnkouza-2023/
●「ひだ財団」設立に向けてのお願い

http://machispo.org/hidazaidanonegai/
●開催報告）第16回スキマ研究会

http://machispo.org/sukima16report/
●「スキマ研究会」＆「白書を読み解く会」のおしらせ

http://machispo.org/sukimaschedule/

●開催報告）第17回スキマ研究会

http://machispo.org/sukima17report/
●会報110号

http://machispo.org/kaihou110/
●2023年5月まちスポ飛騨高山　イベント情報

http://machispo.org/202305event/
●第18回スキマ研究会「Let’s Talk About Gender」

http://machispo.org/sukima18/

飛騨市移住
コーディネーター



市出身で新しくまちスポのスタッフとなった藤本朋美さ

んが務めています。飛騨市へ移住した方や移住を検討さ

れている方が長く住み続けられるようがんばります。

参加者を増やす工夫を

知りたいという課題に

対し、今後は団体同士

のコラボイベントなど

もやってみたいという

声がたくさん聞かれ、この交流会が今年度のより活発な

利用につながっていくことを願っています。

　4月から飛騨市役所内に「飛騨市移住支援センター」が

開設されました。この事業は、飛騨市からまちスポが受託

し、飛騨市移住コーディネーターとして窓口での相談や各

種支援制度等の受付だけでなく、移住定住に関する情報

の集約や発信を目的にしています。飛騨市では、移住奨励 

品(電子地域通貨「さるぼぼコイン」や商品券の支給)はじ

め様々な移住促進補助制度があり、また今年度からUター

ン者向けの奨励品制度も始まっています。飛騨市移住

コーディネーターは、まちスポスタッフの中川翔平と飛騨

とやまとやま

片山 かよ子さん
かたやま かよこ

ご連絡はこちらまで

〒506-0025　岐阜県高山市天満町1-5-8（フレスポ飛騨高山内）
TEL： 0577-62-8550　FAX： 0577-62-8580
E-mail： info@machispo.org　HP： http://machispo.org

▼ まちスポ飛騨高山
〒930-0083富山県富山市総曲輪4丁目4-3（総曲輪レガートスクエア内）
TEL： 076-461-3332　FAX： 076-461-3359
E-mail： toyama@machispo.org　HP： http://machispo.org

▼ まちスポとやま

まちスポ飛騨高山

　まちなかサロンの使用登録会員が参加し、使用方法につ

いてあらためて確認した後、交流会を開催しました。各自が

活動を紹介する中で「当初はシニア中心だったが最近にな

り30代の方や子育て中のママも参加されている」（手芸編

物愛好会）、「退職後にまちなかサロンで始めた活動が生き

がいになり、自身のウェルビーイングにつながっている」（箏

の会―連―）、「コロナ禍でもまちなかサロンでの活動だけ

は続けることができた」（傾聴ボランティア）といった声も。

まちなかサロンが果たしている役割を再確認しました。

　はじめまして。今年度からお手伝いをさせていただいて

います、笹川です。今回は総曲輪レガートスクエアで、たま

たま水まきの仕事があることを知り、近いのと、以前から

隣の芝生広場でよく子どもたちと遊んでいたこともあり、

やってみようと思いました。４月は日によって気温が上がっ

たり下がったりですが、雨続きで数日ぶりに見に行くと、つ

るが伸びていたり、葉や花が増えていたり、植物たちは確

実に春を感じさせてくれます。今はニチニチソウがきれい

です。紫の花や緑の葉が日の光に当たって鮮やかさを増し

ている様子を見ると元気が出ます。このお手伝いをするこ

とになったのも含めて、つくづく人との縁を感じます。

　子育て中ですが、これからも人との出会いを大切にし

て、いろいろなことにチャレンジしていきたいです。

住所：飛騨市古川本町2番地22号飛騨市役所内
開設時間：平日9:00~16 :00　土日祝、年末年始休

スタッフ：飛騨市移住コーディネーター／藤本、中川

TEL ： 0 5 7 7 - 7 3 - 6 5 5 8

かけ声や手拍子を組み合わせて楽しく笑います

今回は、「笑いヨガ・まちなか金魚」を主宰し、昨年からまちなかサロンで活動す

る片山かよ子さんです。笑いヨガとは何か、笑いヨガを始めたきっかけ、そして、

どんな方におすすめしたいかなど、明るく楽しく笑いヨガの輪を広める片山さ

んにうかがいました。
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主宰
笑いヨガ・まちなか金魚

笑いヨガを始めたきっかけ　

片山さんはまちなかサロンで月1回、ご自宅

のある高岡市でも月に数回笑いヨガの活

動をされています。笑いヨガと出会ったの

は、2010年に自身が病気を患ったのがきっ

かけでした。療養中に多くの病気の原因と

なるのは酸素不足であることを知った片

山さん。笑うことによって酸素を取り込む

ことのできる笑いヨガの魅力に引き込ま

れました。2013年の5月には指導者の資格

を取り、現在も笑いヨガのすばらしさを伝

える活動をしています。

笑いヨガの効果
インドの内科医が開発し世界中に愛好者

がいる「笑いヨガ」は、笑いとヨガの呼吸法

を組み合わせたエクササイズです。そのメ

リットは、笑うことによって酸素を多く取

り込み、健康な身体をつくること。そして、

「精神の向上」につながることであると片

山さんは教えてくれました。「本当の笑い

か作り笑いかは関係なく、どちらにしても

脳が笑っていると認識して、幸せであると

感じることができる」ということです。さ

らに、自身が笑いヨガを続けている効果と

して、「前向きになれる。生活に負の要素が

ない」とも語ってくれました。

子育てママにもおすすめ
その上で片山さんは、子育て中のママさん

にも笑いヨガをおすすめしています。「例

えば子どもが飲み物をこぼした時、ついマ

マがカチンときて嫌な空気になることも

あると思います。そういう時こそ笑うこ

と。切り替えて笑った方が早く片付きま

す！」と子育てにおいても笑うことは十分

な効果があることを伝えてくれました。ま

た、「どの年代の方にとっても、生活の中で

笑って自分の機嫌を良くすることが大切。

あくびと自分の機嫌は相手にも伝染する

ものですから。理由なく笑う、何があって

も笑うこと！」とアドバイスをいただきま

した。

今後に向けて
笑いヨガには難しい動きはなく、誰でも参

加することが可能です。まちなかサロンで

の活動に関して片山さんは、「良い場所に

あるし、もっともっと多くの人に来てほし

い」と共に活動する仲間が増えることを期

待しています。笑いヨガの活動を本格的に

始められて10年が経過しようとしていま

すが、これからも片山さんは笑いヨガのす

ばらしさ、笑うことの大切さを広めていき

たいとのことです。 （真田　充）

総曲輪レガートスクエア協議会官民連携事業
まちなかサロン使用説明会&交流会まちなかサロン使用説明会&交流会 まちスポとやま

開催日：2023年4月23日(日）10:00～11 :40
場所：富山市まちなか総合ケアセンター　地域連携室
参加人数：12団体12名

飛騨市移住支援センター

４月スタート

愛知県
出身地

立山ですｗｗ
富山の好きなところ

料理、お菓子を
つくること

好きなこと

S a s a g a w a  A y a k o

笹川 彩子

NEW Support ing  STAFFまちスポとやま

グリーンサポーター  紹介

飛騨市移住定住支援事業


